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ヒノキ区（平成 30（2018）年 12 月） 

 

ヒノキ区（令和元（2019）年 11 月） 

 

ヒノキ区（令和２（2020）年６月） 

 

ヒノキ区（令和２（2020）年 10 月） 

 

ヒノキ区（令和３（2021）年６月） 

 

ヒノキ区（令和３（2021）年 10 月） 

 

ヒノキ区（令和４（2022）年６月） 

 

ヒノキ区（令和４（2022）年 11 月） 

写真 ３-５８ 調査プロット（ヒノキ区）の状況 
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【土壌調査結果（平成 30（2018）年度調査）】 

 平成 30（2018）年度に実施した土壌調査の結果を以下に示す。本調査地はスギ区とヒノ

キ区が隣接して設置されているが、それぞれで１箇所ずつ土壌調査を実施した。 

 

 

地表面の状態 

 

土壌断面 

写真 ３-５９ 土壌調査の状況（島根県飯南町ヒノキ） 

 

表 ３-５４ 土壌断面調査結果（島根県飯南町ヒノキ） 
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②植栽木の生育状況 

【調査時期】 

 本調査地における夏期及び秋冬期の調査日、また下刈りの実施時期を表 ３-５５に示す。 

 

表 ３-５５ 調査の実施時期及び下刈りの実施時期（島根県飯南町ヒノキ） 

 夏期調査 秋冬期調査 下刈り実施時期 

平成 30（2018）年度 － 12 月７日 － 

令和元（2019）年度 ７月２日 11 月 19 日 ７月 

令和２（2020）年度 ６月 30 日 10 月 14 日 ７月 

令和３（2021）年度 ６月 24～25 日 10 月 19 日 ７月 

令和４（2022）年度 6 月 22 日 11 月 10 日 － 

 

【植栽木の活着率について】 

 当年生苗と２年生苗の活着率（植栽から約１か月後の時点における生存率）を図 ３-４４

に示す。 

 活着率は当年生苗、２年生苗ともに 100％となり、全ての植栽木が活着していた。 

 

図 ３-４４ 当年生苗と２年生苗の活着率（島根県飯南町ヒノキ） 

 

【植栽木の生存率と生育状況について】 

 植栽から令和４（2022）年度までの当年生苗と２年生苗の生存率の推移を図 ３-４５に、

生育状況を図 ３-４６に示す。 

令和４（2022）年秋の時点における生存率は当年生区で 99％、２年生苗区で 97％となり、

どちらも枯死はほとんど見られなかった。 

植栽木の生育状況については、主幹の曲がりや梢端の折損などの生育不良が見られる植

栽木が当年生苗区、２年生苗区ともに見られるものの、令和４（2022）年秋の時点でほとん

どが健全木だった。 
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図 ３-４５ 当年生苗と２年生苗の生存率の推移（島根県飯南町ヒノキ） 

 

 

図 ３-４６ 当年生苗と２年生苗の生育状況（島根県飯南町ヒノキ） 

 

 

写真 ３-６０ 主軸が折れた植栽木（令和４（2022）年６月） 
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【植栽木（健全木）の成長状況】 

 植栽から令和４（2022）年度までの当年生苗と２年生苗の成長状況を表 ３-５６、図 ３-４

７に示す。なお、Welch の T 検定により当年生苗と２年生苗の平均樹高に有意な差がある

かどうかを検証した。 

 植栽直後の平成 30（2018）年秋の時点での平均樹高は当年生苗で 31.7cm、２年生苗で

50.3cm であり、樹高差は約 19cm だった。令和４（2022）年秋の時点での平均樹高は、当

年生苗で 227.0cm、２年生苗で 234.3cm であり、樹高差は 10cm 以下となっていた。当年

生苗と２年生苗の平均樹高の差は縮まっており、また令和 2（2020）年秋以降、当年生苗と

２年生苗の平均樹高に有意な差が認められなくなっていることから、当年生苗と２年生苗

の樹高成長はほとんど同じと言える。 

表 ３-５６ 当年生苗と２年生苗の成長状況（島根県飯南町ヒノキ） 

 2018 年秋冬 2019 年夏 2019 年秋冬 2020 年夏 2020 年秋冬 

平均樹高 

(cm) 

当年生苗 31.7 ± 4.6 cm 45.4 ± 6.5 cm 67.0 ± 10.9 cm 86.4 ± 14.3 cm 117.8 ± 20.3 cm 

２年生苗 50.3 ± 6.5 cm 56.9 ± 6.8 cm 73.8 ± 10.3 cm 92.0 ± 14.7 cm 122.1 ± 22.6 cm 

平均 

地際径 

(mm) 

当年生苗 3.3 ± 0.4 mm 6.1 ± 0.9 mm 10.4 ± 1.8 mm 14.6 ± 2.5 mm 19.7 ± 3.5 mm 

２年生苗 5.0 ± 0.8 mm 7.7 ± 1.0 mm 12.4 ± 2.1 mm 16.8 ± 3.1 mm 22.3 ± 4.3 mm 

平均 

形状比 

当年生苗 98.6 ± 15.2 75.3 ± 12.8 65.3 ± 10.7 60.2 ± 10.0 60.6 ± 10.0 

２年生苗 102.9 ± 16.1 75.0 ± 11.6 60.8 ± 9.8 55.7 ± 9.1 55.7 ± 9.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※±の後の数値は標準偏差 

 2021 年夏 2021 年秋冬 2022 年夏 2022 年秋冬 

平均樹高 

(cm) 

当年生苗 129.8 ± 22.2 cm 160.6 ± 28.1 cm 179.1 ± 35.1 cm 227.0±39.4cm 

２年生苗 136.6 ± 24.9 cm 168.9 ± 30.5 cm 188.0 ± 36.0 cm 234.3±42.2cm 

平均 

地際径 

(mm) 

当年生苗 26.0 ± 4.5 mm 36.0 ± 7.4 mm 43.3 ± 7.6 mm 56.3±11.3mm 

２年生苗 29.0 ± 5.7 mm 40.6 ± 8.5 mm 46.6 ± 9.7 mm 61.1±13.8mm 

平均 

形状比 

当年生苗 50.4 ± 7.1 45.6 ± 8.4 41.7 ± 6.3 41.0±6.4 

２年生苗 47.9 ± 7.8 42.4 ± 7.3 41.1 ± 6.8 39.4±7.0 
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図 ３-４７ 当年生苗と２年生苗の成長状況（島根県飯南町ヒノキ） 
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【雑草木との競争関係】 

 令和４（2022）年の夏期調査における、植生調査の結果を表 ３-５７に示す。なお、本調

査地はスギ区とヒノキ区が隣接しており、植生に違いが見られなかったため、スギ区とヒノ

キ区の中間地点で植生調査を実施した。そのため、スギ区と同じ調査結果である。 

本調査地ではアカメガシワ、ヤブムラサキ等の落葉広葉樹が多く見られるほか、ハンショ

ウヅルやヤマフジ等のつる植物も見られる。 

 次に、令和元（2019）年から令和４（2022）年の夏期調査における、当年生苗及び２年

生苗と雑草木との競合状態を図 ３-４８に示す。令和３（2021）年夏の段階で、当年生苗区

と２年生苗区で競合関係にほとんど差はなく、どちらもＣ１＋Ｃ２が９割を超えており、ほ

とんどの植栽木が雑草木との競争から抜け出していることが分かる。 

 

表 ３-５７ 植生調査の結果（島根県飯南町ヒノキ） 

 

 

 

図 ３-４８ 雑草木との競合状態 

（島根県飯南町ヒノキ） 

 

写真 ３-６１ 植生の状況 

（令和４（2022）年６月） 

（島根県飯南町ヒノキ） 
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当年生苗（平成 30（2018）年 12 月） 

 

２年生苗（平成 30（2018）年 12 月） 

 

当年生苗（令和元（2019）年 11 月） 

 

２年生苗（令和元（2020）年 11 月） 

 

当年生苗（令和２（2020）年 10 月） 

 

２年生苗（令和２（2020）年 10 月） 
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当年生苗（令和３（2021）年 10 月） 

 

２年生苗（令和３（2021）年 10 月） 

 

（左）２年生苗    （右）当年生苗 

（令和４（2022）年 11 月） 

写真 ３-６２ 植栽木の状況（島根県飯南町ヒノキ） 
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３-２-１０．兵庫県宍粟市 スギ（当年生苗・２年生苗） 

①調査地の概要 

兵庫県宍粟市の調査地の概要を以下に示す。 

 

表 ３-５８ 調査地の概要（兵庫県宍粟市スギ） 

調 査 地 兵庫県宍粟市 

国 有 林 名 赤西 120 い 

樹   種 スギ コンテナ苗 150cc 

 当年生苗 ２年生苗 

造

林

情

報 

苗木生産者 J 氏（兵庫県スギ） 

面    積 0.30ha（当年生苗・２年生苗・裸苗が垂直列ごとに植栽されている） 

植栽年月日 平成 30（2018）年 11 月 

植 栽 本 数 600 本 600 本 

獣 害 対 策 有（大きな柵内にさらにパッチ状の柵） 

施 業 履 歴 伐 採：平成 29（2017）年 10 月 

地拵え：平成 30（2018）年 8～10 月全刈筋置 

調

査

地

情

報 

標    高 520m 

斜 面 方 位 W185° 

最大傾斜角 35～45° 
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 平成 30（2018）年 11 月から 12 月にかけて、兵庫県宍粟市の国有林内にスギの当年生コ

ンテナ苗、２年生コンテナ苗と裸苗を植栽した。本調査地は傾斜 35～45 度の急傾斜地の上

に設定されており、当年生苗、２年生苗と裸苗が１列ずつ交互に植栽されている。また、獣

害対策として柵が設置されており、調査地を含めた周辺を大きく囲む柵のほかに、小面積ご

とにパッチ状に囲む柵も設置されている。 

 

 

調査地の状況（平成 30（2018）年 12 月） 

 

調査地の状況（令和４（2022）年 11 月） 

写真 ３-６３ 調査地の状況（兵庫県宍粟市スギ） 

 

 

【調査プロットの設置状況】 

調査プロット内における当年生苗と２年生苗の調査本数を表 ３-５９に示す。本調査地で

は当年生苗、２年生苗と裸苗が１列ずつ交互に植栽されているため、当年生苗と２年生苗が

それぞれ 100 本以上入るように調査プロットを一つ設置し、調査本数は、当年生苗・２年

生苗それぞれ 102 本ずつとした。 

 

表 ３-５９ 当年生苗と２年生苗の調査本数（兵庫県宍粟市スギ） 

設置日 平成 30 年 12 月 18 日 

苗種 当年生苗 ２年生苗 

調査本数 102 本 102 本 

 

 

 

 

 

 



 

117 

 

 

調査プロット（平成 30（2018）年 12 月） 

 

調査プロット（令和元（2019）年 11 月） 

 

調査プロット（令和２（2020）年６月） 

 

調査プロット（令和２（2020）年 10 月） 

 

調査プロット（令和３（2021）年６月） 

 

調査プロット（令和３（2021）年 10 月） 

 

調査プロット（令和４（2022）年６月） 

 

調査プロット（令和４（2022）年 11 月） 

写真 ３-６４ 調査プロットの状況（兵庫県宍粟市スギ） 
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【土壌調査結果（平成 30（2018）年度調査）】 

 平成 30（2018）年度に実施した土壌調査の結果を以下に示す。本調査地は裸苗も植栽さ

れており調査プロットが大きくなったため、調査プロットの西側と東側の２点で土壌調査

を実施したが、両者で調査結果に大きな差はなかった。 

 

 

地表面の状態（西側） 

 

土壌断面（西側） 

写真 ３-６５ 土壌調査の状況（西側）（兵庫県宍粟市スギ） 

 

表 ３-６０ 土壌断面調査結果（西側）（兵庫県宍粟市スギ） 

 

 




